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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 21,666 10.4 970 123.5 1,199 151.5 600 171.9
25年3月期第2四半期 19,622 1.7 434 △47.8 476 △40.4 220 △30.2

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 883百万円 （213.9％） 25年3月期第2四半期 281百万円 （△32.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 27.67 ―
25年3月期第2四半期 10.18 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第2四半期 39,039 29,256 74.9
25年3月期 38,951 28,535 73.2
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  29,226百万円 25年3月期  28,506百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
26年3月期 ― 7.50
26年3月期（予想） ― 7.50 15.00

3. 平成26年3月期の連結業績予想（平成25年4月1日～平成26年3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,700 8.0 1,250 50.9 1,700 26.6 950 36.4 43.78

tsukada
ヨネックスロゴ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提と
しており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
  業績予想等の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料Ｐ．3「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 23,405,200 株 25年3月期 23,405,200 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 1,707,315 株 25年3月期 1,707,315 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 21,697,885 株 25年3月期2Q 21,695,583 株
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（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、わが国では回復の兆しが強まっておりますが、欧米の景気回復

は弱く、経済成長率の高かった中国・新興国においても伸びが鈍化する等、全体としては弱含みました。 

スポーツ業界においては、プロスポーツの隆盛や世界規模のスポーツイベントへの関心の高揚等、業況回復の期

待は高まっておりますが、用品販売の面では需給バランスの混乱が長引き厳しい状況が続いております。 

また、スポーツ施設事業は、競技人口の伸び悩みや利用料金の低下傾向に歯止めが掛からず、急速な回復が期待

できない状況にあります。 

このような経営環境の中、当社グループは素材・機能における先進技術と斬新なデザインを具現化した製・商品

の投入により需要を喚起するとともに、国内外の契約選手の活躍に連動した広告宣伝活動やユーザーとの触れ合い

による直接的な販売促進活動、柔軟な販路の選択による営業活動を展開し、ヨネックスブランドの浸透と売上の増

大を図ってまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は216億66百万円（前年同四半期比10.4％増）と増加

しました。広告宣伝費他経費の効率・効果を慎重に検討し削減を図った結果、営業利益は９億70百万円（前年同四

半期比123.5％増）、為替差益及びロイヤリティ収入の増加により、経常利益は11億99百万円（前年同四半期比

151.5％増）、ゴルフ場における集中豪雨による災害損失を特別損失に計上し、四半期純利益は６億円（前年同四

半期比171.9％増）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①［スポーツ用品事業］ 

イ．［日本］ 

日本経済は、海外景気の回復と所得環境の持ち直しや個人消費マインドの改善、復興事業や緊急景気対策の

効果等により、徐々にではありますが着実に回復に向かっております。しかしながらスポーツ用品事業への波

及は極めて限定的です。 

当社では、伸び悩む日本国内の販売に対し、主力となるバドミントンの位置づけを再認識し、製・商品力の

強化に取り組み、選手層・愛好者層からのさらなるご指名を頂けるよう努めるとともに、需要の高まりを見せ

るアジア圏への拡販に注力し、輸出・仲介取引を強化いたしました。 

テニスは、硬式テニスラケットの売上が伸び悩み、前年と同水準に留まり、ゴルフは、市場の縮小とウェ

ア、アクセサリー等の売上が大幅に低迷し苦戦いたしましたが、バドミントンは、輸出・仲介取引が伸張し売

上増となりました。 

さらに、販売費及び一般管理費に占める割合が高い広告宣伝費の効率・効果の見直しを図り削減に努めまし

た。 

この結果、売上高は189億14百万円（前年同四半期比8.5％増）、営業利益は７億36百万円（前年同四半期比

118.2％増）となりました。 

ロ．［北米］ 

北米市場は、雇用環境の改善や個人消費の回復が期待値を下回っており、金融緩和縮小が見送られました。

北米販売子会社では、テニス、ゴルフの売上が前年割れとなりましたが、バドミントンの売上が大幅に伸張

したため、総体的な業績は改善されました。 

この結果、売上高は６億42百万円（前年同四半期比23.1％増）、営業利益は14百万円（前年同四半期比

285.6％増）となりました。 

ハ．［ヨーロッパ］ 

ヨーロッパ市場は、緊縮財政や金融引締めの影響で設備投資や個人消費の回復の足取りは重くなっておりま

す。 

ヨーロッパ販売子会社では、ゴルフは苦戦しましたが、バドミントン、テニスとも売上は伸張しました。し

かしながら、販売価格の低迷により粗利益改善が遅れており、販売費及び一般管理費の負担を取り戻すまでに

は至りませんでした。 

この結果、売上高は10億13百万円（前年同四半期比25.0％増）、営業損失は４百万円（前年同四半期は26百

万円の営業損失）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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ニ．［アジア］ 

アジア市場は、旺盛な個人消費に牽引されておりますが、中国や新興国・資源国の一時の急成長には陰りが

見られます。 

台湾子会社における国内販売では、ゴルフが苦戦しておりますが、バドミントン、テニスが堅調な売上を維

持しております。また、台湾子会社で製造したバドミントン用品の輸出は、製品の値頃感から大幅な増加とな

り業績を力強く牽引しました。一方で中国ゴルフ販売子会社では、新政権の施策や外交問題の影響から売上が

停滞しております。 

この結果、売上高は７億66百万円（前年同四半期比43.7％増）、営業利益は１億30百万円（前年同四半期比

140.7％増）となりました。 

これらの結果、各地域セグメントを合計したスポーツ用品事業の売上高は213億36百万円（前年同四半期比

10.5％増）、営業利益は８億76百万円（前年同四半期比137.7％増）となりました。 

②［スポーツ施設事業］ 

スポーツ施設事業の中核をなすヨネックスカントリークラブでは、好評を頂いている「ヨネックスレディスゴ

ルフトーナメント」の開催を契機にトーナメントコースとしての話題を高め、入場者数増加を図りました。 

この結果、スポーツ施設事業の売上高は３億29百万円（前年同四半期比4.2％増）、営業利益は70百万円（前

年同四半期比30.3％増）となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、390億39百万円となり、前連結会計年度末に比べて大きな

変動要因はなく、88百万円の増加となりました。 

当第２四半期連結会計期間末の負債につきましては、97億83百万円となり、前連結会計年度末に比べて６億31百

万円の減少となりました。その主な要因は、短期借入金の減少によるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産につきましては、292億56百万円となり、前連結会計年度末に比べて７億

20百万円の増加となりました。その主な要因は、利益剰余金と為替換算調整勘定の増加によるものであります。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第２四半期連結累計期間の業績は、主力であるバドミントン用品販売の好調に牽引された売上高の伸張と、為

替変動や粗利益率の低下等のリスクに備えた販売費及び一般管理費計画の遵守が奏功し、当初計画を上回って推移

しております。このため、平成25年５月14日に公表しました第２四半期累計期間及び通期の業績予想を平成25年10

月31日に変更いたしました。今後も当社グループを取り巻く環境は予断を許さない状況が続くものと思われます

が、現在の好調な面を維持した上で、さらなる業績の改善に向けた施策を講じ予想業績の達成を目指してまいりま

す。 
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２．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,206,286 7,813,560

受取手形及び売掛金 9,731,183 9,269,414

商品及び製品 2,759,793 3,087,794

仕掛品 863,687 946,893

原材料及び貯蔵品 925,051 791,791

繰延税金資産 372,998 443,546

その他 1,332,624 2,058,613

貸倒引当金 △50,849 △53,492

流動資産合計 24,140,775 24,358,123

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,773,555 2,776,668

土地 7,490,859 7,515,854

その他（純額） 1,747,465 1,791,433

有形固定資産合計 12,011,880 12,083,955

無形固定資産 1,136,550 1,029,178

投資その他の資産   

投資有価証券 113,356 128,166

長期預金 500,000 500,000

繰延税金資産 810,204 722,070

その他 241,828 237,252

貸倒引当金 △3,392 △19,150

投資その他の資産合計 1,661,997 1,568,338

固定資産合計 14,810,428 14,681,472

資産合計 38,951,204 39,039,596
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,382,956 2,690,237

未払金 1,055,624 1,012,871

短期借入金 822,942 －

未払法人税等 370,485 516,822

未払消費税等 81,412 61,760

賞与引当金 548,570 563,253

設備関係支払手形 22,176 －

その他 719,894 732,700

流動負債合計 6,004,061 5,577,645

固定負債   

退職給付引当金 2,192,556 2,126,697

役員退職慰労引当金 175,548 156,019

長期預り保証金 2,023,083 1,902,849

その他 20,071 20,217

固定負債合計 4,411,259 4,205,784

負債合計 10,415,321 9,783,429

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,706,600 4,706,600

資本剰余金 7,483,439 7,483,439

利益剰余金 18,232,388 18,670,035

自己株式 △1,292,897 △1,292,897

株主資本合計 29,129,530 29,567,177

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,936 15,488

為替換算調整勘定 △628,861 △355,776

その他の包括利益累計額合計 △622,925 △340,288

新株予約権 29,278 29,278

純資産合計 28,535,882 29,256,167

負債純資産合計 38,951,204 39,039,596
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 19,622,439 21,666,365

売上原価 11,778,360 13,258,272

売上総利益 7,844,078 8,408,092

販売費及び一般管理費 7,409,938 7,437,587

営業利益 434,139 970,504

営業外収益   

受取利息 5,817 4,597

受取賃貸料 13,195 6,078

為替差益 － 70,173

受取ロイヤリティー 116,957 163,738

その他 15,260 10,688

営業外収益合計 151,231 255,276

営業外費用   

支払利息 14,989 12,456

売上割引 8,647 8,095

為替差損 82,353 －

その他 2,504 5,717

営業外費用合計 108,494 26,268

経常利益 476,876 1,199,513

特別利益   

新株予約権戻入益 78 －

特別利益合計 78 －

特別損失   

災害による損失 － 105,900

特別損失合計 － 105,900

税金等調整前四半期純利益 476,954 1,093,613

法人税、住民税及び事業税 179,306 477,898

法人税等調整額 76,828 15,333

法人税等合計 256,135 493,231

少数株主損益調整前四半期純利益 220,818 600,381

四半期純利益 220,818 600,381
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 220,818 600,381

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △12,404 9,552

為替換算調整勘定 72,869 273,085

その他の包括利益合計 60,464 282,637

四半期包括利益 281,283 883,018

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 281,283 883,018

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額11,243千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額23,282千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  （単位：千円）

  

報告セグメント

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結

損益計算書 
計上額 

（注）２ 

スポーツ用品事業 スポーツ 

施設事業 日本 北米 ヨーロッパ アジア 計

売上高                   

外部顧客への

売上高 
 17,440,585  521,531 810,769 533,418 19,306,304 316,134  19,622,439  － 19,622,439

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
 1,027,045  6,426 1,232 1,277,530 2,312,234 20,425  2,332,659  △2,332,659 －

計  18,467,630  527,957 812,001 1,810,948 21,618,538 336,559  21,955,098  △2,332,659 19,622,439

セグメント利益

又は損失（△） 
 337,543  3,722 △26,580 54,329 369,014 53,881  422,896  11,243 434,139

  （単位：千円）

  

報告セグメント

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結

損益計算書 
計上額 

（注）２ 

スポーツ用品事業 スポーツ 

施設事業 日本 北米 ヨーロッパ アジア 計

売上高                   

外部顧客への

売上高 
 18,914,504  642,157 1,013,691 766,623 21,336,976 329,388  21,666,365  － 21,666,365

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
 1,323,265  6,319 1,587 1,751,082 3,082,254 20,754  3,103,009  △3,103,009 －

計  20,237,770  648,476 1,015,278 2,517,705 24,419,231 350,142  24,769,374  △3,103,009 21,666,365

セグメント利益

又は損失（△） 
 736,651  14,355 △4,791 130,782 876,997 70,224  947,222  23,282 970,504
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